













  Japanische Übersetzung und realgeschichtliche und ideengeschichtliche Kommentare zu 
Hegels Fragmenten einer Kritik der Verfassung Deutschlands （Fortsetzung）: In diesem Frag- 
ment gibt es zwei Hauptthemen. Erstens will Hegel hier einen Prozeß beschreiben, worin „der 
ursprüngliche deutsche Charakter, auf dem freyen Willen des Einzelnen zu beharren und sich 
der Unterwürfigkeit unter ein Allgemeines zu widersetzen“ von Grund auf immer seit dem 
Aufstieg des Bürgerstandes die ganze deutsche Geschichte der Neuzeit bestimmt und die 
politische und religigiöse Zerspaltung des deutschen Staates hervorgebracht hat. Zweitens will 
er zum ersten Mal in der Entwicklungsgeschichte seiner Geschichtsauffassung seine Übersicht 
über die Weltgeschichte im Ganzen geben und ihre Dreiteilung aufgrund vom Regierungs- 
prinzip vorschlagen, worin die Repräsentation, die jener deutsche Charakter hervorgebracht 
hat, die grundlegende Stelle in den europäischen Regierungssystemen einnehmen soll.
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ぎである。何故なら，ドイツは，既に解体した国家（ein schon aufgelöster Staat）と看做されな
ければならず，全体での多数〔票〕に従わない諸部分は，自分の中で存立する独立の諸国家と看






























































ヨーロッパ諸国家が組織された際にその全てが多かれ少なかれ準拠した ― 現代様式（moderne 
Art）の国家 31） へ移行できた。確かに，弱小封臣の群と云えども，国家に対抗する堅固な団体へ
と組織されること ― ポーランドで見られたように 32） ― によって権力となり得るし，また，
〔神聖〕ローマ皇帝を包む栄光だけでは，そうした団体に対抗するに十分なだけの権力を国家に
賦与することができないであろう。然し，仮令ドイツでは多数の議決に少数が従わないとしても，







































































































目の当たりにして，熱い感激で内面を満たされ，権力の中に潜む真理（die Wahrheit, die in der 
Macht liegt）を看過してしまうのであり，正義を実現せんとする人間業や〔人間の〕虚構した夢





セン公国後の王国 54） についても現れ出た 55）。即ち，プロイセン公国は，マクデブルク大司教区，
ハルバーシュタット司教区，カミン司教区，そして，ミンデン司教区を獲得したのである。仮に
ブランデンブルク家 56） ― 今度〔ヴェストファーレン講和条約に於て〕ポンメルンその他の公爵
位に就くに至った家 57） ― が，〔プロイセンとの同君連合によって〕同時に外国勢力でもある，
などということはない〔全くの国内勢力である〕としても，ドイツの〔帝国〕等族の数が減少す
ること，それらが融合して ― 全くの国内勢力であれ ― ひとつの勢力となることは，普遍的な
者の勢力が減少する結果を招くことになろう。何故なら，それ以前は小さかった諸部分が，今や，
全体の権力に対抗し得る権力を作り上げることになるからである 58）。












































との所為で，カトリックの宗教に対して皇后（Kaiserin） 73） の懐いていた周知の執念 ― この執
念は彼女の普段は母性的な心情を〔政治的〕策謀の渦中に晒すことになり，その結果，彼女〔を










































































































































1 ） テキストには単なる Herr とあるが，Graf との対応から，Freiherr を指示すると解釈する。
2 ） 1800 年頃から使用頻度が急に高まる単語である。この点については，以下の情報を参照。Das 
Wortauskunftssystem zur deutschen Sprache in Geschichte und Gegenwart. 意味については，
テキストが中世末期から近世初頭の出来事に言及していることからして，更に，当時ラテン語
industria の意味での用法が残存したとの Grimm の辞書の報告からして，「勤勉」の意味であ
ると理解する。続くテキストからも推測される様に，特に都市市民の職業身分の分化に基づく
勤勉を指すと考えられる。
3 ） 15 世紀頃には Handel と一対を成して広い意味での営業活動を指していた語彙であるが，茲で
は，帝国都市に於ける職業分化の中での商業との区別に基づいて理解されるべきものと考えら























11）テキストが „Weil. . . , so. . . , weil. . .“ と云う歪な構造であると同時に，次の文章との接続も明
確ではない。内容的には，二番目の weil 文章が，一番目の weil 文章中の「不自然である」文
章に対する理由を示す筈のものであった可能性もある。
12）文法的には不完全な文章。意味を勘案して主語を補う。尚，茲に登場する Protestantismus は，
文脈から，Glaubenslehre よりは Kirchengemeinschaft を指すと理解される。
13）レッシングの敵対者であったルター派神学者 Johann Melchior Goeze（1717-1786）を指す。
14）「アウグスブルク帝国・宗教平和令（der Augusburger Reichs- und Religionsfriede）」（1555）









20）テキストでは助動詞 muß が単数形であるから主語 sie は，Verbindug を指示すると理解せざる
を得ないが，助動詞が複数形 müssen の誤記であるとすれば，sie は Menschen を指示するこ
とになり，sich verbinden 構文について「人間は戦争遂行等の外的な事柄を巡って互いに結合
しているのでなければならなくなる」とより自然な文脈を構成し得る。
21）daß の前に damit を補って解釈する。
22）修正・補足の過程で文章が少し乱れたと思われる。auf welche Seite は auf welcher Seite とす
べきであるように思われる。
23）Wolfgang Wilhelm von Pfalz-Neuburg（1578-1653）尚，カトリック改宗は 1618 年のこと。
24）【ヘーゲル自身による欄外書き込み】「両者の間のヴェストファーレンでの講和」
25）ザクセン選帝侯 Friedrich August Ⅰ（在位 1694-1733 年）は，1696 年にカトリックに改宗し
1697 年にポーランド・リトアニア共和国の国王に選出された。
26）ヘッセン＝カッセル方伯 Friedrich Ⅱは，1749 年にカトリックに改宗したが，方伯領の宗教は
プロテスタント（カルヴァン派）に属するとされた。



















1967 年，216 頁以下で，Pütter に基づいて解説が施されている。








Georg Wilhelm（在位 1619-1640）時代の兵士の数である。その子 Friedrich Wilhelm（在位
1640-1688）時代に税制が整備されて常備軍が設置されるに至り，その数は 3 万に達した。こ
こでの「常備正規兵」という表現は正確性を欠くであろう。Vgl. Johann Stephan Pütter, 








入った事態と解釈できるであろう。但し，von Spanien が解釈可能になるが，und Sicilien が解
釈不可能になる。後半部分は，ポーランド継承戦争の結果，トスカーナがメディチ家支配から
ロートリンゲン＝ハプスブルク家支配に移行した事態と解釈できるであろう。斯くて残る問題
は，Neapel und Sicilien ist 部分の解釈如何となる。訳者は，この部分に，スペイン継承戦争と
ポーランド継承戦争との混乱が反映していると考える。そして，正しくは Neapel のみが主語
であるべきであったと考える。
41）ヘーゲルの念頭にあったのは，特に Hippolithus à Lapide と Hermann Conring の著作である。












46）この評価の基礎にあるのは，Pütter による評価である。Vgl. Pütter, op. cit., S.38 : „Doch eben 
dieser Gustav Adolf war es, der allein noch zur Rettung der Teutschen Freyheit und der evange-
lischen Religion bestimmt zu seyn schien.“ 二つの自由の意味する所も，茲から明らかである。
47）1631 年 1 月にフランスとの間で締結されたベールヴァルデ条約を指す。この中でスウェーデ
ンは神聖ローマ帝国に於けるカトリック信仰を保障していた。
48）1630 年から翌 31 年まで続いたマクデブルクの戦いでの虐殺と略奪の後でプロテスタント諸領
邦とスウェーデンとの間で締結された諸条約を指す。


























59）1700 年 2 月から 1721 年 9 月までスウェーデンの覇権を巡って行われた戦争。その結果，ス
ウェーデンが覇権を喪失し，ロシア帝国が成立した。
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60）1718 年 11 月 30 日。























70）プロイセンに対する宣戦布告は 1757 年 1 月 17 日に決議された。その詳細は，以下を参照。
Karl Otmar Frhr. Von Aretin, Das alte Reich : 1648-1806, Bd. 3., 1997, S.87ff. bes. 93ff.
71）フーベルトゥースブルク講和条約はドイツ帝国とプロイセンの間で締結された講和条約ではな
い。正式には以下の通り。„DEFINITIV=Friedens=TRACTAT, welcher zwischen Ihrer Kayserl. 
auch zu Hungarn, und Böheim Königl. Apostolischen Majestät c. c. und Seiner Majestät dem 
König in Preussen c. c. zu Hubertsburg den 15. Febr. 1763 geschlossen worden: . . .“




制的移住政策が採られた。当時の状況については，以下の文献に詳しい。Rudolf Leeb et. al.
（Hrsg.）, Geheimprotestantismus und evangelische Kirche in der Habsburgermonarchie und im 
Erzstift Salzburg（17./18. Jahrhundert）, 2009.
75）レオポルド・ヨーゼフ・フォン・ダウン Leopold Joseph von Daun（1705-1766）を指す。彼は
その功績により 1757 年に教皇ベネディクト十四世から聖別された帽子と軍刀を贈られた。
76）1772 年，1793 年，1795 年と三次に亙るポーランド分割を指す。










月 24 日のこと。『ドイツ国制論』執筆の 5 年程前であるに過ぎない。






















90）金子訳註 226 頁の解釈の如く Reichsstädtekollegium を理解し得るかは文脈的に疑わしい。
91）帝国等族資格を有するに至った一群の帝国都市を指す。帝国議会では Reichsstädtekollegium
を構成し，1648 年以来二票の共同決議権を与えられた。その二票は，Schwäbische Bank と
Rheinische Bank とに配当された。
92）貴族院 House of Lords という名称を踏まえた表現。
93）七年戦争を実質的に指導した初代チャタム伯爵ウィリアム・ピット（大ピット）の次男が，こ
のウィリアム・ピット（小ピット）であり，対仏同盟戦争やナポレオン戦争を指導した。猶，














Montesquieu in Deutschland. Zur Geschichte seiner Wirkung als politischer Schriftsteller im 18. 
Jahrhundert. In: Collegium Philosophicum. Studien. Joachim Ritter zum 60. Geburtstag, Basel/
Stuttgart 1965, S.403-437.
99）次に挿入された „und“ を削除する。編集註解からヘーゲル自身の動揺乃至混乱も窺える。
100）テキストは „ist ihnen verschlossen“ である。verschlossen が正しい編集であるとすると，
ihnen は，貴族を指示するものでしかあり得ない。即ち，「貴族に対して閉じられている」と
なる。然し，verschlossen が erschlossen の誤記乃至誤読であるとすると，ihnen は，市民を
指示するとなる。即ち，「市民に対して開かれている」となる。金子訳は，この解釈を採用し
ている。
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